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お盆休業日のお知らせお盆休業日のお知らせお盆休業日のお知らせお盆休業日のお知らせお盆休業日のお知らせ
８月１2 日（月）～８月１5 日（木）　Ａｎｇｅはお休みとなります。　

　休業期間中の緊急連絡先は下記となりますのでよろしくお願い致します。
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　７月１日～５日は避難訓練週間でした。 今回は
火事を想定しての避難です。 今年は雨で訓練が
できない日があったので、 防災クイズの動画を
見る日も各事業所設けました。 普段 Ange では動
画を見たりする機会が無いので、 テレビを出す
と真剣な表情でいつも以上に背筋を伸ばして集
中して見ていました。 クイズの中の、【火事になっ
たら①火を消す②すぐに逃げて周りの人に助け
を求める】では、 「なんで火を消さずに逃げない
といけないの？」 と疑問を投げかけてくる子も
いました。 火事になったときはどこに避難する
かと子ども達に質問すると、 訓練の成果もあり
「駐車場！」 と即答する子もいました。 去年は逃
げ遅れてしまっていた子も今年は見通しが立っ
ていたからか、 毎年の積み重ねからか、 皆と一緒
に避難する姿が見られ、 普段からの訓練が大切
だと感じました。

漢字
検定

室内遊び

　Ange で長く楽しんでいる 「カオナシ的あて」 と言
う遊びがあります。 カオナシが好きな K 君にみんな
と同じ活動に参加してほしいと考え始まりました。
彼は Ange から帰る時もカオナシと一緒でなければ
帰れないほど、 大好きでした。 だから、 この遊びの
時は絶対参加します。 初めは大きなカオナシを倒し、
その時の達成感を味わっていたのですが、 一人ずつ
投げるのでどうしても子ども達の待ち時間が長いの
がネックでした。 そして、 そろそろチームで行って
みようと、 牛乳パック１個の大きさの小さいカオナ
シをたくさん用意して、 ボールも小さくしました。
初めはスタートがゆっくりな子が投げようと思う
と、 全部倒れていた…という子どももいましたが、
ボールが小さくなった事で投げやすくなり、 当てや
すくなりました。 今では、 大量のカオナシを立て直
し、 ボールを片付けることも子どもたちが手伝って
くれるようになりました。 片手に２個ずつボールを
持ってカオナシを当てる強者も現れています！

カオナシをやっつけろ～♪

郡　奈美

　6月 29 日（土）、Ange で漢字検定を行いました。今回は 10 名の受
験者の内 6名が初めて、友達同士やお父さんと参加している受験者
もいました。会場に入り椅子に座ると緊張した面持ちで試験の説明
を聞き、「はじめ！」の合図がかかると一斉に問題に取り掛かってい
ました。ほとんどの子が時間前にテストの解答を書き終えていまし
たが、終了までに何度も見直していました。その頑張りがいい結果
に繋がりますように願っています。
　準会場「Ange」では、配慮の必要な子が安心して受験できる環境
づくりを心掛けています。興味のある方は是非お問い合わせくださ
い。大人も大歓迎です！

Ange から

　最近のお部屋での活動をご紹介！

お手伝いありがとう♪

　梅雨の晴れ間の一日が、本格的な夏を感じさせる暑さに
なっています。六月からプールが始まった子どもたち。プー
ルの日は心地よい疲労感とさっぱりした顔で帰ってきてい
ました。
　7月第 1週のモニタリングに基づく面談では保護者様に
ご協力をいただき、ありがとうございました。家庭や Ange

の様子を共有するのはもちろんの事、保護者様の中には検査結果を持ってこられた方もおり、これからの活動や生
活について発達段階から考える事ができ、すごく納得された様子で帰られたことが印象に残っています。
　また、13 日には 2年に 1度の実践報告会を行いました。神戸大学の赤木和重教授から温かい講評をいただきま
した。今年は大里実践「好きなものいっっっぱい　～好きなもの・世界を保証することで満たされる～」と中川実
践「好きと共に膨らみ広がる」の２本を発表しました。前回は「活動を通した子どもたちの育ちが書けていたらもっ
といいですね」と、ご指摘いただいていたので、それを踏まえて書き上げました。私自身、それぞれの実践の修正
をお手伝いした時に、子どもの姿の見立てを捉え直したり、なぜこの時にこの取り組みをしたのか？この子の発達
段階は？など、一緒に考えながら整理してまとめていきました。何回も書き直したおかげで、始めに書いた実践記
録と比べると、とても奥が深く書けており、助言者の神戸大学の赤木先生からは何度も「面白い実践ですね」と、
お褒め？の言葉をいただきました。
　また前回とは違い、時間の関係で発表できなかった藤井実践も含め、書きっぷりがとてもよくなっているとお話
しくださいまいした。それには、自分たちがしてきた療育に対して確実に子どもの姿が変わって来たことを実感で
きたからではないかと思っています。子どもの今の姿を捉えるときに、行動から見立てをします。なんでこの子は
こんな行動をするのだろう？この姿はこの子の本当の姿なのだろうか？この言葉の後ろにある意味やこの子の願い
は？と、いつも自分自身に、そして仲間同士に問いかけています。その問いに対する答えというか見立てが、研修
に行った時の講師の言葉や発達診断の本から学ぶことができます。この 2年間、本当にたくさんの研修に参加した
り何度も本を読み返したりしたことで理論と子どもの姿が結びつき、自信を持って実践ができたからではないかと、
考えました。

　実践を書くことは普段の仕事以上の業務であり、何度もある書き直しに心折れそうになったこともあったと思い
ます。しかし、3人とも 7000 字を超える実践をサラッと書いて来たことには、私も驚
いたのと、この 2年でそれだけたくさんの実践を積み重ねて来たのだと感心しました。
　実践に登場した子どもの保護者様からは、「こんなに丁寧に長い間見てくださってあ
りがとうございます」と言っていただき、私たちも温かい気持ちになりました。Ange
の療育を簡単に一言で伝えることは難しいです。だからこそ、実践記録を残すことに意
味があると思っています。また 2年後、素晴らしい実践を報告できるように精進してい
きたいと思います。


